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１．和海地方農業士会が総会を開催
４月18日、「紀三井寺ガーデンホテルはやし」において、和海地方農業士会が令和７年度の総会を開催し、会

員27名が出席しました。総会では、令和６年度の活動報告や会計報告、令和７年度の活動計画、役員改選など

の各議案が審議され、いずれも承認されました。なお、役員改選に伴い、新会長には南方一誠氏が就任しました。

総会後には活動報告会が行われ、まず理事の山本達弥氏から、

県農業士会が実施した奈良県視察研修会への参加報告が行われ

ました。報告では、有機農業を実践している宇陀市「山口農園」の、

リスクヘッジの観点から葉菜類周年栽培に取り組んでいる状況

や、中古ハウス資材を再活用して初期投資や維持コストを抑え

る工夫などが詳しく紹介されました。続いて、岩橋信博普及指

導員からは、和海地方農業士会が実施した視察研修についての

報告があり、京都府伊根町の「株式会社向井酒造」や亀岡市の「JA

京都たわわ朝霧」での取組が共有されました。

すべてのプログラム終了後には懇親会が開催され、会員同士

による情報交換の場として大いに活気づきました。参加した会

員からは、それぞれの営農状況などについて熱心に語り合う姿

が見られ、世代や品目の垣根を越えた活発な交流が行われまし

た。地域農業のリーダーとしての自覚を新たにし、互いに刺激

し合いながら親睦を深めたこのひとときは、新年度の活動に向

け大変有意義な機会となりました。

２．和海地方農業士会が県外研修を実施
９月 26日、和海地方農業士会（会長：南方一誠氏）は、大阪府内の２か所で研修会を実施し、会員６名が

参加しました。

まず、泉佐野市の「ＪＡ大阪泉州農産物直売所こーたり～な」では、直売所の運営状況について説明を受け

ました。会員らは出荷物の価格設定や安定した品ぞろえへの取り組みに熱心に聞き入り、活発な質疑応答や意

見交換が行われました。

REPORT

令和 7年度和海地方農業士会活動
海草振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

総会

奈良県視察研修会への参加報告
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次いで訪れた堺市の「アルスコーポレーション株式会社」では、せん定鋸（のこ）やせん定ばさみの一貫生

産体制に加え、製造機械まで自社開発している点について説明を受け、工場も見学しました。ここでも刃物の

メンテナンス方法や、ユーザー目線での商品提案をめぐって議論が盛り上がりました。

本研修を通じて、大規模直売所の運営ノウハウと、老舗刃物メーカーの高品質なものづくりへのこだわりを

深く学ぶ機会となりました。

３．下津町農業士会の「みかん出前授業」
下津町農業士会（会長：上森培弘氏）は、将来を担う子どもたちに下津みかん産地の現状や課題、農業の魅

力を学んでもらうことを目的として、毎年、地元の下津第二中学校で出前授業を行っています。

今年は 11月 10 日に開催され、２年生 29名が体育館に集合し、農業水産振興課のスライド説明や農業士

との質疑応答を通じて、みかんづくりや産地に関する知識を深

めました。みかん産地の中学生といっても、今では農家の子弟

はほとんどいないため、普段見ている景色が世界農業遺産に認

定されていることや、地元が世界に誇る産地であることに驚い

た様子でした。

農業士がおいしいみかんの見分け方を説明すると、生徒たち

は興味深く聞き入り、その後の試食で大いに盛り上がりました。

また、グループ討議では、みかんの消費拡大や農業者の確保、

下津みかんのPRについて熱心に意見交換しました。

感想文では「自分の町のいいところを世界に認めてもらえて

いることがうれしい」、「この和歌山のみかんを多くの人に知っ

てもらいたい」、「グループワークで友達と楽しく考えられた」

といった声が寄せられ、地域への誇りや共同作業の重要性を再

認識したことが伺えました。今回の授業をきっかけに、生徒た

ちが豊かな心を育み、将来の産地を支える存在となっていくこ

とが期待されます。

ＪＡ大阪泉州農産物直売所こーたり～なの店内 アルスコーポレーション株式会社での研修

みかんと世界農業遺産について説明

グループ討議結果を発表
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那賀地方農業士会（会長：小川真司氏）では、各市農業士会での活動を中心に、年に一度技術研鑽と交流を

兼ねた視察研修を行っています。

１．岩出市農業士会現地研修会の開催
令和 7年 1月 28日に、現地研修会を開催しました。

今回は、奈良県の農業研究開発センターを訪問、担当

者から奈良県における農業技術の研究開発システムや

それぞれの研究部門の取り組み状況について説明を受

けました。

その後、花き及び野菜の試験圃場等を見学し、花き

では鉢物の栽培や輸出用の枝物栽培の研究について、

野菜では、研究課題のイチゴの育種や栽培方法につい

て説明を受けました。

２．那賀地方農業士会の県外視察の開催
令和７年 2月 27日、淡路市でたまねぎ（栽培面積 14.2ha）を専作している（株）池上農園を視察しました。

（株）池上農園は、竹の有機資材を使用してする特別栽培に取り組んでいる他、補助事業を活用した冷蔵設

備を整備し、小売業者等に周年で直接販売を行っています。生産現場での農作業は、技能実習生が担っていま

した。

REPORT

那賀地方における農業士活動
那賀振興局　農業水産振興課

農業研究開発センター全体の説明を受ける会員

女性経営者と交流する会員みかん畑を園地改造した玉ねぎ畑

普及活動レポート
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会員からは、栽培技術だけでなく、ほ場整備の方法、補助金活用、資金繰りや雇用管理に関する様々な質問

がありました。また代表者が女性ということもあり、女性会員も積極的に質問していました。

３．那賀地方農業士会女性部会研修・交流会の開催
令和７年 10月 31日に、研修・交流会を開催しました。

昨年度の情報交換会で会員の特技を皆で教えあおうという意見があり、今回は、地域農業士の髙井恵美氏か

ら、コースターづくりを教わりました。

コースターづくりのあとは、台丸谷会長の手づくりお菓子とハーブティーを頂きながら、お互いの近況や農

作業の話など様々な話をしました。　

また、それぞれの農繁期が違うため、実際に集まり交流をする機会が少ないことから、通信アプリのグルー

プチャットを活用して、誕生日月に近況報告を行っていくことになりました。

４．紀の川市産業まつりへの参加
令和７年 11月 23日に「紀の川市産業まつり」が開催され、紀の川市農業士会が参加しました。

今回はいつもと趣向を変え、会員が生産した野菜や果物を盛り合わせた農産物（６種類）の重量当てクイズ

を行いました。ピタリ賞とニアピン賞を設け、正解者には農産物をプレゼントしました。また、クイズで使用

した野菜や果物を使用したレシピや、農業士会の活動PRチラシを配布しました。

４回の開催で延べ 400 名の方が参加する大盛況で、消費者と直接ふれあえる良い機会となりました。

交流会の様子 会長手づくりのお菓子

重量当てクイズの
開催風景
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REPORT

伊都地方農業士連絡協議会のとりくみ
伊都振興局　農業水産振興課

１．県外研修会の開催
令和７年２月 13日木曜日、農産物の売れ筋の傾向や人材育成のノウハウを農業経営に活かすため、県外研

修を開催し会員 12名及び振興局担当者が出席しました。

大果大阪青果株式会社果実部では、和歌山担当の木村部長から和歌山柿のトップバッターである中谷早生は、

その後の品種の単価を安定させるために重要な商材との説明がありました。しかし軟化が問題であり、廃棄ロ

スやその後の品種への影響を考えると、コストをかけてでもスマートフレッシュ処理（１－MCP）により軟

化を防止し、早期に売り場を作ることが重要とのことでした。また、本県オリジナル品種「紀州てまり」につ

いては、育成当初は 10月中に収穫のできる品種として魅力的でありましたが、現在は収穫時期が 11月に入

ることが多く、さらに渋果も混在するなど問題点が多くなっています。富有柿に代わることのできる品種でな

ければ将来性はないとの厳しい言葉をいただきました。

また、大阪府富田林市の乾農園では、約２haでナス、キュウリ、海老芋などを栽培されていますが、外国

人 5名を含む従業員 11名を雇用されています。代表を務める乾裕佳さんは、ご主人との死別、父親が認知症

を発症するなどの苦難に会いながら、受け継いだ農地を守るためにも、新規就農者を育成するための「農業塾」

の立ち上げに関わるなど、地域ぐるみの後継者育成にも積極的に取り組まれていました。これらの取り組みが

認められ、大阪府から「農の匠」に認定されています。

２．令和７年度伊都地方農業士連絡協議会総会、研修会の開催
令和７年４月１６日水曜日、伊都振興局において、伊都地方農業士連絡協議会総会及び研修会を開催しました。

普及活動レポート

ほ場見学乾農園代表から経営概要の説明
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総会に先立ち、来賓挨拶に続き、定年解除になった指導農業士への記念品贈呈、また新たに認定された農業

士の紹介を行い、それぞれ今後の抱負を述べて頂きました。

総会では、平木橋本市長、小倉ＪＡわかやま紀北地域本部長ら来賓７名及び会員 15名出席の下、全ての議

題が原案どおり承認されました。

研修会では、かき・もも研究所の岡橋副主査研究

員を講師に招き、大果大阪青果株式会社での研修で

重要性を学んできた「１-MCP（商品名：スマート

フレッシュ）」について、その効果と仕組みを詳しく

説明頂きました。

会員らはスマートフレッシュ処理の重要性につい

て熱心に聞き入っていました。

新規農業士認定者から抱負

総会の様子

研修会の様子

知事感謝状交付

会長挨拶
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REPORT

有田地方農業士協議会の活動
有田振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

有田地方農業士協議会（会長：上野山和広氏）では、地域農業振興のため、農業経営や栽培技術等に関する

研修会や講演会を開催し、自己研鑽や会員相互の親睦を図っています。

１．有田地方農業士協議会研修会
令和 7年 4月 17 日の有田地方農業士協議会総会後

に開催した研修会には、会員及び関係者 46 名が出席

しました。まず、「カンキツにおけるスマート農業技術

の開発と展望」と題して農研機構果樹茶業部門カンキ

ツ研究領域長塩谷浩氏にAI 選果機やドローンによる農

薬散布による労働時間削減効果や今後の課題等につい

て講演いただきました。また、株式会社早和果樹園代

表取締役会長秋竹新吾氏から「早和果樹園の取組と地

域振興」について、早和果樹園の 6次産業化の取組み

や産地づくりへの想いを講演いただきました。

２．４Ｈクラブとの合同研修会
有田地方４Ｈクラブ連絡協議会（会長：辻本真希氏）

と合同で、管内市町持ち回りで研修会を行っており、

今年は有田市で令和 7年 8月 6日に開催し、会員及び

関係者 37 名が出席しました。研修では、綛田圭氏か

ら「点滴潅水によるみかんの栽培管理」について、点

滴潅水の利点やチューブの取扱い等の説明を受け、綛

田氏の園地で効果的な敷設方法等の意見交換を行いま

した。また、岩﨑昌司氏に「10 年後、20 年後に向け

た取り組み。～知ってもらう、応援してもらえる活動～」

として、マルシュへの出店、直販や SNSの活用など

の販路開拓の取組みをご紹介いただきました。最後に、早和果樹園生産部課長岩倉舞子氏から「みかん栽培に

塩谷氏による講演

綛田氏園地での意見交換
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おけるアグリノートの活用事例」として、営農支援アプリ「アグリノート」を活用した作業進捗・労務・経費

管理や社員教育についてご説明いただきました。

３．有田地方農業者団体連絡協議会研修会
有田地方農業士協議会、有田地方４Ｈクラブ連絡協議会と有田地方生活研究グループ連絡協議会（会長：宮

地スミ子氏）で構成する有田地方農業者団体連絡協議会の主催で「気候変動に向けた対応　熱帯植物・トロピ

カルフルーツの栽培」研修会を令和７年 2月 14 日に開催し、会員及び関係者 50名が出席しました。まず、

南九州大学教授前田隆昭氏から「熱帯植物、トロピカルフルーツについて」と題して、近年の気象変動への対

応策として、熱帯・亜熱帯作物であえるアボカド、パッションフルーツ、バナナ等の紹介や栽培技術の講義を

受けました。また、近畿大学付属農場講師志水恒介氏から「マンゴーについて」として、栽培管理技術や育成

品種「愛紅」等の説明がありました。参加者からは、県内でも栽培可能な温度帯や適応品種等に関する質問が

出されました。

その後、近畿大学附属湯浅農場を見学し、栽培している熱帯果樹や農場の施設等について紹介いただきま

した。

岩倉氏による講演

近大湯浅農場のマンゴー栽培施設

岩﨑氏による講演

前田氏による講演
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１．日高地方農業士会総代会
総代会を 4月 15日に日高振興局別館で開催しました。議事に入る前に、令和 6年度新規認定農業士の紹介

を行いました。

総代会では、役員改選が行われ、新会長にみなべ町の指導農業士月向雅彦氏が選ばれるなど、新たな役員、

理事が選出されました。

総代会終了後、話題提供として農業水産振興課の各担当から「野菜花き産地強化事業」や「経営継承応援資金」

などの県単事業、ク

ビアカツヤカミキリ

防除対策について説

明を行い、出席者か

らは、補助対象経費

や申請期限など、補

助事業の活用に向け

た質問がありました。

２．花育活動
日高地方花き連合会（会長：中尾貴宏氏）の活動に協力し、日高地域の小学校を対象とした花育活動を5月

16日に実施しました。この活動は、子どもたちに当地方が全

国有数の花き産地であることや花の魅力を知ってもらうため

に実施しており、今年度で17回目となります。

管内の生産者から提供された花で作成した花束と、日高地

方の花を紹介したパンフレットを管内全ての小学校及び特別

支援学校（計 25校）の 5・6年生に配布しました。

また、希望のあった 12 校では贈呈式を行い、うち 5 校

で花き連合会員や農業士会員指導のもとミニ花束作り体験

を実施し、児童は家族にプレゼントするのを楽しみにして

いました。

REPORT

令和７年度日高地方農業士会活動
日高振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

作った花束を持って記念撮影
（みなべ町立岩代小学校）

総代会の様子 新役員の挨拶
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３．女性部会県外研修
日高地方農業士会女性部会（部会長：中村秀美氏）が、部

会員相互の研さんと親睦を図るため県外研修を 8月 1日に

開催し、大阪市で開催された 2025 年日本国際博覧会を訪れ

ました。

会場では、「食を通して、いのちを考える」をコンセプト

にしたパビリオン「EARTHMART」を見学し、食べること

の当たり前を根本から見直すことで、食べ物への感謝の気持

ちを育むことができました。また、他のパビリオンでは多

様な視点から持続可能な社会について考える機会を得まし

た。

参加者からは、「農業を別の視点から見ることができた」

「万博という今年しかできない貴重な研修だった」などの

声が聞かれました。

４．地域リーダー研修会
日高地方農業士会（会長：月向雅彦氏）が、地域リーダ

ーとしての資質向上を図るとともに、会員相互の親睦と連

携を強化するため研修会を 11 月 5日に開催し、滋賀県湖

南市にあるタキイ種苗株式会社の研究農場を訪れました。

研究農場では、70ha にも及ぶ広大な農場で 10年後を見据

えた育種を行っており、耐病性や高温耐性の品種育成に力

を入れていることを学びました。

参加者からは、すいかの耐病性品種の育成の要望やなす

の単為結果性品種の栽培特性について質問がありました。

また、昼食の時間を交流会として活用したことで、滋賀

の食材を堪能で

き、親睦も深め

ることができま

した。

ミニ花束作り体験（日高川町立川辺西小学校）

担当者から説明を熱心に聞く参加者

「EARTHMART」前で記念撮影

2050年まで漬ける梅干し「万博漬け」
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REPORT

会員の研鑽と交流を深める活動の実施
西牟婁振興局　農業水産振興課

１．西牟婁地方農業士会連絡協議会総会・研修会の開催
4 月 16 日、当協議会（会長：家髙勇氏）は、県情報交流センタービッグ・ユーにおいて総会並びに研修会

を開催し、会員及び行政関係者等約 50名が出席した。

本年度は役員改選により、泉孝志氏が会長に就任し、会員 141 名の新体制にてスタートした。

研修会は、地域農業士の松場裕香氏から、令和 6年度の女性部会による消費拡大推進活動に関する報告を

行った。また一般財団法人雑賀技術研究所の山下貴文氏より、みかん外観選別機についての講演及び実演があ

った。

会員からは、「細かい傷はどの程度まで選別できるのか」や「水腐れ果も識別可能か」、「うめの選別はでき

ないか」等の質問があり、熱心に聴き入っていた。

２．第 31回 SUN・燦（さんさん）紀南農業者の集いを開催　
9 月 10 日、当協議会・西牟婁地方生活研究グループ連

絡協議会及び西牟婁地方４Ｈクラブ連絡協議会と共に第31

回 SUN・燦（さんさん）紀南農業者の集いを開催した。

この集いは、西牟婁地方の農業者が組織・年齢・生産部

門などの枠を越えて、地域農業の発展について考え、取組

につなげることを目的として毎年開催している。

今年度は「経営改善！小さなことからコツコツと」をテ

ーマとして、県情報交流センタービッグ・ユーにおいて開

総会（家髙会長挨拶） みかん外観選別機の実演

SUN・燦紀南農業者の集い講演

普及活動レポート
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催し、3団体の会員と関係者併せて約 80名が出席した。

研修は、ファームサイド株式会社代表取締役の佐川友彦氏から「農業経営改善の必要性とその進め方につい

て」と題し、栃木県宇都宮市の阿部梨園での経営改善についての取組内容や今後の農業経営における経営改善

の進め方、働きやすい農園づくりのポイントについての講演があった。また、農業水産振興課の平岩技師から、

農作業事故の事例紹介と熱中症対策、行森普及指導員から普及指導計画重点プロジェクト「うめの超省力枝梢

管理技術と低樹高コンパクト整枝導入推進の取り組み」に関する情報提供が行われた。

出席者からは、「経営改善と聞くと何から始めたらいいか分からないが、効率よく作業するために、例えば

作業場を掃除する、というような身近なことからの改善の積み重ねが大事ということが分かった」等の意見が

あった。

３．女性農業者セミナーの開催
11 月 13 日、当協議会女性部会と西牟婁地方生活研究グループ連絡協議会は、うめ研究所において、管内

女性農業者を対象とした女性農業者セミナーを開催した。

当日は 11名が参加し、「うめ栽培におけるスマート農業技術」、「ドローン飛行の法律・ルールの基本」、「農

作業用品の紹介・意見交換」の 3つの内容で実施した。

「うめ栽培におけるスマート農業技術」及び「ドローン飛行の法律・ルールの基本」については、株式会社

未来図より液剤と肥料のドローン飛行散布の実演と、県内農業におけるドローン利用状況及びドローン飛行の

仕組みと法律の講演があった。さらに、うめ研究所井沼主任研究員及び向日研究員より、うめにおける農薬と

肥料のドローン飛行散布の研究成果について説明があった。

最後に株式会社ユニワールド商品企画部より「農作業用品の紹介・意見交換」が行われた。販売されている

手袋やヤッケ、農作業用エプロンなどを手に取りながら、使いやすさや、あったらいいなと思う商品について、

担当者との意見交換が交わされた。

参加者の中には、ドローン防除のデモ飛行依頼を検討したいという声や、農作業用品については「普段から

愛用している商品であり、担当者と話せる機会があって有意義だった。」という感想が聞かれた。

（株）未来図によるドローン散布実演 農作業用品の紹介・意見交換
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１．東牟婁地方農業士会総会を開催
4 月 17 日、東牟婁地方農業士会（会長：杉浦仁氏）は、休暇村南紀勝浦において、会員及び農業水産振興

課 14名が出席のもと、総会を開催しました。

杉浦会長の挨拶と当部の伊藤副部長の祝辞の後、令和

6年度の活動報告、会計報告、新年度の活動計画、役員

改選などの議案が上がり、全て可決され、新会長に松本

安弘氏が就任しました。

総会終了後は、東牟婁振興局農業水産振興課の橘主任

から、「農業機械安全」、「収入保険」について、髙垣技

師から「農業版BCP」について話題提供が行われました。

２．農産物即売会を開催
11 月 29 日、東牟婁地方農業士会（会長：松本安弘氏）と東牟婁農業青少年クラブ連絡協議会（会長：安

田裕志氏）は、那智勝浦町文化体育会館で行われた第

47 回那智勝浦町農産物品評会の開催に合わせて、農産

物即売会を開催しました。

品評会では、那智勝浦町の農業士をはじめ多くの農業

者から農産物 129 点が出展されました。

天候にも恵まれ、会場のテントには多くの人たちが訪

れ、ダイコン、キュウリ、ショウガ、さつまいも、ほう

じ茶など会員が生産した新鮮な農産物や加工品の売れ行

きは好評でした。

３．管内視察研修会を開催
12 月 18 日、会員の農業技術向上と相互の交流を目的として、管内視察研修会を開催し、会員等 12名が出

席しました。

研修先は、地域農業士の中正司ちか子氏牧場（串本町）、地域農業士の南条紀子氏農園（串本町）、指導農業

REPORT

東牟婁地方農業士会の活動について
東牟婁振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

杉浦会長の挨拶

即売会の様子
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士の太田喜文氏、美保氏農園（那智勝浦町）の３カ所で、それぞれの園主が、経営内容や特徴（こだわり）、

今後の目標等を説明しました。

参加者からは「牛のエサは何を与えていますか」「鳥獣害対策はどのようにしていますか」等の質問があり

ました。

今回の研修会がとても好評だったことから、次回は春頃に行う予定です。

中正司牧場（黒毛和種繁殖）

太田農園（ハウスイチゴ）

南条農園（露地野菜）
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１．商品の紹介
岩出市生活研究グループは、加工部を立ち上げられ、平成 25年 5月に「愛ＳＵＮさん工房」がオープン。

以降お味噌やジャムなどの加工品のほか、岩出市の特産品を使った商品を開発・販売されてきました。

そのなかのひとつ「焼きもち」は、地元産のお米と、甘さ控えめの手作りのあんがとてもおいしいです。3

個入と 5個入があります。そうへいちゃんが目印ですので見かけたらぜひ！！

２．お問い合わせ先等
販売先

JAわかやまファーマーズマーケットOINACITY

愛 SUNさん工房

地域の逸品 !!

岩出市生活研究グループの隠れた名品！！「焼きもち」

岩出市　地域農業士

勢 田 幸 治紹介者
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世界農業遺産にも認定された有田地域は、美味しいみかんを栽培するのに最適な環境が整っていま

す。2004 年の加工事業参入時から、この有田地域のみかんの美味しさを損なうことのない加工品づ

くりを私たちは実践しています。

１．商品の紹介
「飲むみかん」は、まるでみかんを食べているかのような味わい。濃厚なのにすっきりとした後味が特徴の

和歌山県産有田みかん 100％ストレートジュースです。皮を剥いて薄皮ごとすりつぶすように搾る「チョッ

パー・パルパー方式」で搾汁した果汁は、トロリした口あたりなのに後味はすっきり。外皮の油分が入らない

ので果汁の鮮度が保たれ、繊維質などの栄養分もたっぷり含んだ、まるでみかんを食べているかのような味わ

いのジュースに仕上がっています。

２．お問合せ先
株式会社早和果樹園（代表取締役社長　秋竹俊伸）

https://sowakajuen.com/

和歌山県有田市宮原町新町 275 － 1

0737 － 88 － 7279

地域の逸品 !!

有田みかん100%ストレートジュース「飲むみかん」

有田市　地域農業士

秋 竹 俊 伸紹介者
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１．商品の紹介
西牟婁地域は梅・みかん・スモモなど果樹栽培が盛んな地域ですが、

最近バナナの露地栽培が地域の話題となっているので紹介します。　　

ＪＡわかやま紀南地域本部に話を伺ったところ、温暖化の影響が強ま

ってきたことから露地でバナナを栽培できるのではないかという考えが

強まり、数年前にＪＡが苗を取り寄せ、現在、紀南管内で 20人以上が栽

培に取り組んでいるとのことです。

田辺市上秋津の園地では 2023 年から栽培を開始し、30本ほど植栽し

ています。

主な品種は耐寒性がある「アイスクリームバナナ」で、最大 6ｍまで成長しており、2024 年から収穫でき

るようになりました。

収穫期は 8～ 11月で、2025 年にＪＡがファーマーズマーケット「紀菜柑」においてバナナ見学ツアーを 3

回開催し、子供連れなどを対象に園地見学後バナナジュースを振舞ったところ、大変好評だったとのことです。

園主に伺ったところ「冬は地面にシートを敷くなど、若干の寒さ対策が必要です。夏は乾燥させないため灌

水頻度等を試行錯誤しています。直売所に出荷を始めました。今後は他の品種にも挑戦し、産地化につなげた

いと思います」と意気込みを語ってくれました。

今後も近年の地球温暖化に対応した新しい品目として、バナナ産地化への取り組みに注目していきます。

地域の逸品 !!

「紀南のバナナ」

田辺市　指導農業士

泉 　 孝 志紹介者

バナナの房

露地バナナ園（田辺市上秋津）
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県からのお知らせ

■ クビアカツヤカミキリの特徴
もも、すもも、うめ、さくらなどの樹の内部を食害します。
特定外来生物に指定されており、生きたまま持ち運ぶことは違法です。
幼虫はおよそ２年間も樹の中で生息し見つけにくいため、
フラスを手掛かりに被害を探します。

■ 被害状況（令和８年１月末現在）

県内では県北部から県中部にかけて
17市町で被害が確認されています。

成虫の飛翔だけでなく、車両への付着や
薪材等として被害樹が移動する可能性も
示唆されており、どこで発見されても
おかしくない状況です。

クビアカツヤカミキリから産地を守ろう！
県農林水産部鳥獣害対策課 

クビアカ情報

◆産卵から２年で羽化する場合の生活環

１月 ２月 ４月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

１年目

２年目

３年目

成虫

幼虫

産卵

３月 ５月

孵化
活動

休止期

活動

休止期

樹木内で越冬

春になると

幼虫は摂食を再開

蛹 羽化

■ 実施すべき対策
・早期発見のための見回り

・予防対策 産卵阻止ネットの被覆

・成虫の防除（５月下旬～８月）

・幼虫の防除 薬剤散布や掘り取り

・被害樹の伐採・抜根（９月～翌年４月下旬）

・成虫の飛散防止ネットの被覆（成虫活動期までに実施）

果樹産地を守るため、地域全体で取り組むことが大切です。
対策の実施や情報提供にご協力をお願いします!

〇現時点では複数の対策を組み合わせて実施する必要があります。
産地の特徴や地域の被害状況、個々の農業経営の状況に照らし合わせて、
最適な対策を検討し、取り組むことが重要です。

〇産地の対策検討や取組への支援策については、市町村やJAと連携して実施して
いますので、詳しくは最寄りの振興局等にご相談ください。

成虫は昼間に活動

着色箇所：被害市町

成虫

フラス（幼虫のふんと
木くずが混ざったもの）

産卵阻止のネット被覆

【県全体の状況や対策の方針等については、以下にお問い合わせください】
＜農 地＞ 農林水産部 農業生産局 鳥獣害対策課 TEL：073-441-2905
＜森 林＞ 農林水産部 森林林業局 森林整備課 TEL：073-441-2981
＜公園等＞ 環境生活部 環境政策局 自然環境課 TEL：073-441-2779 クビアカツヤカミキリ情報

県鳥獣害対策課HP

●幼虫初期はミンチ状の
フラス、成長した幼虫から
は大量の細かいフラスが
排出されます。

●うめではフラスが樹の
外に排出されにくい場合
もあり、注意が必要です。

九度山町
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県からのお知らせ
 

 

 

 

 

 

  

 

農業士認定事業について

県農林水産業のリーダーを認定
和歌山県農林水産部経営支援課

1 月 30 日、和歌山県農業士・林業士・漁業士感謝状贈呈式及び認定式を開催し、農林漁業

各分野で長年にわたり活躍された方々の功績に敬意を表して知事感謝状を贈呈しました。

また、県農林水産業の中核的な担い手で、地域のリーダーとして活動している方々を、農

業士、林業士、漁業士として認定しました。今回の認定により、県内の農業士は 701 名とな

りました。

今回、感謝状を受け取られた皆様、農業士の認定を受けられた皆様は次のとおりです（敬

称略）。

感謝状を受けられた皆様　21名

 

 

 

 

 

 

  

 

氏　　名 市　　町　　村
竹 田 和 正 和 歌 山 市
松 本 　 弥 和 歌 山 市
藪 利 　 昭 和 歌 山 市
北 村 勝 己 和 歌 山 市
笹 尾 拓 司 海 南 市
杉 本 明 彦 紀 の 川 市
山 名 　 　 司 紀 の 川 市
辻 岡 孝 明 紀 の 川 市
山 本 勝 彦 橋 本 市
山 本 恵 造 九 度 山 町
名 原 忠 信 広 川 町

氏　　名 市　　町　　村
周参見　俊　孝 有 田 川 町
谷 畑 　 進 有 田 川 町
宮 下 雅 之 御 坊 市
夏 目 庄 一 御 坊 市
片 山 綾 子 由 良 町
宮 本 浩 樹 み な べ 町
岡 田 敦 雄 み な べ 町
中 村 秀 美 日 高 川 町
平 岩 義 浩 田 辺 市
山 本 孝 一 白 浜 町
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県からのお知らせ

 

 

農業士認定者の皆様　59名

氏　　名 市　　町　　村
泉 　 政 行 和 歌 山 市
南 方 昌 也 和 歌 山 市
稲 田 充 弘 海 南 市
竹 本 佳 充 か つ ら ぎ 町
上野山　隆　仁 有 田 市
成 川 浩 二 有 田 市
宮 﨑 孝 清 有 田 市
成 川 洋 司 有 田 市

氏　　名 市　　町　　村
湯 川 博 司 広 川 町
勝 丸 芳 光 有 田 川 町
小 畑 公 貴 有 田 川 町
佐 藤 公 彦 御 坊 市
湯 川 和 宣 御 坊 市
井 本 順 子 御 坊 市
須 本 修 平 白 浜 町

氏　　名 市　　町　　村
山 﨑 吉 則 和 歌 山 市
山 本 修 也 和 歌 山 市
辻 本 智 大 和 歌 山 市
太 田 勝 也 紀 の 川 市
田　中　由香里 紀 の 川 市
中 村 友 泰 岩 出 市
竹 綱 一 樹 岩 出 市
北 山 　 剛 橋 本 市
千 川 智 史 湯 浅 町
北 村 真 文 湯 浅 町
嶋 田 悦 也 有 田 川 町
宮 地 智 也 有 田 川 町
笹 本 雅 也 御 坊 市
小 林 雅 人 御 坊 市

氏　　名 市　　町　　村
溝 口 敏 幸 日 高 町
岡 　 正 樹 由 良 町
松 下 正 道 由 良 町
廣 村 勝 利 み な べ 町
石　橋　小百合 み な べ 町
山ノ内　利　浩 み な べ 町
松　井　有紀子 日 高 川 町
藏 光 綾 子 日 高 川 町
柏 木 孝 仁 日 高 川 町
森 司 田 辺 市
垣 内 利 彌 田 辺 市
坂 本 　 喬 田 辺 市
畑 山 　 豪 白 浜 町
立 野 仁 徳 串 本 町

指導農業士認定者　15名

地域農業士認定者　28名



49

県からのお知らせ

 

氏　　名 市　　町　　村
嶋 　 大 樹 和 歌 山 市
田 端 利 行 和 歌 山 市
南 方 健 人 和 歌 山 市
馬 場 晴 也 海 南 市
森 本 和 真 海 南 市
楠 木 　 寛 紀 の 川 市
戸 田 真 寿 か つ ら ぎ 町
八 森 光 宏 か つ ら ぎ 町

氏　　名 市　　町　　村
井　上　信太郎 湯 浅 町
鉢 内 康 太 広 川 町
石 川 裕 基 広 川 町
石 川 貴 也 広 川 町
山 﨑 陽 平 御 坊 市
相 原 史 郎 由 良 町
片 山 泰 三 由 良 町
福 永 光 展 白 浜 町

青年農業士認定者　16名



（参考）農業士について
昭和５１年から県知事が認定している制度。
地域農業の振興と農村の活性化にリーダー的役割を果たし
ている農業者に対し、付与される称号。「指導農業士（６５歳
まで）」「地域農業士（６５歳まで）」「青年農業士（４０歳まで）」
の３つの区分がある。

令和８年３月現在の認定者数は以下の通り。
　　指導農業士	 ９９名	（うち女性　１３名）
　　地域農業士	 ５２３名	（うち女性　５６名）
　　青年農業士	 ７９名
　　　合　計	 ７０１名	（うち女性　６９名）

表紙の人

みなべ町　指導農業士

月 向 雅 彦 さん

月向さんは、うめ 230 ａを栽培する専作農家で、青梅や梅干しのほか梅
酒や梅肉エキスなど様々な加工品を生産から販売まですべて自社で行って
います。

また、現在、日高地方農業士会会長や普及指導協力委員などを務められ
ており、地域農業の発展に寄与されています。
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